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セグメント情報／損益の状況
K i r a y a k a  B a n k

国内・国際業務部門別粗利益 （単位：百万円）

平成29年9月期 平成30年9月期
国内業務部門 国際業務部門 合計 国内業務部門 国際業務部門 合計

資金運用収支 8,366 87 8,454 7,916 22 7,939

　資金運用収益 8,670 94
7

8,117 24
1

8,757 8,140

　資金調達費用 303 7
7

200 1
1

303 200
役務取引等収支 581 1 582 549 1 551
　役務取引等収益 1,390 2 1,393 1,390 2 1,393
　役務取引等費用 809 1 810 840 1 842
その他業務収支 △� 316 13 △� 302 153 307 460
　その他業務収益 23 13 37 477 307 785
　その他業務費用 340 ― 340 324 ― 324
業務粗利益 8,631 102 8,734 8,619 331 8,951
業務粗利益率 1.27％ 1.10％ 1.29％ 1.29％ 9.67％ 1.34％

（注） 1. 国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引でございます。なお、当行は、特定取引勘定非設置行であるため、特定取引収支は該当ございません。
2. 資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息でございます。
3. 業務粗利益率＝業務粗利益／資金運用勘定平均残高×100×365／183

業務純益 （単位：百万円）

平成29年9月期 平成30年9月期
業務純益 1,019 1,615

業務純益
銀行の基本的な業務の成果を示す銀行固有の利益概念でございます。具体的には、預金、貸出金、有価証券などの利息収支を示す「資金運用収支」、各種手数料などの収支を示す「役務取引等収支」、債券や外国為替
などの売買損益等を示す「その他業務収支」の３つを合計した「業務粗利益」から、「一般貸倒引当金繰入額」と「経費（除く臨時的経費）」を控除したものでございます。

１．報告セグメントの概要
　当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が
入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に
行う対象となっているものであります。
　当行グループは、主として国内において、当行が行う銀行業務を中心に、連結子会社等に
おいてリース業務、クレジットカード業務、コンサルティング業務及びベンチャーキャピタ
ル業務並びに事務受託業務等を行っております。
　当行グループは、銀行業務は「銀行業」を報告セグメントに、リース業務は「リース業」
を報告セグメントとしております。また、連結子会社等が行うクレジットカード業務、コン
サルティング業務及びベンチャーキャピタル業務並びに事務受託業務等は、その金額の全体
に対する重要性を考慮し「その他」に含めております。「銀行業」は主に預金業務、貸出業
務、為替業務、有価証券投資業務等を行っており、「リース業」は、主に機械・器具備品等
のリース取引を行っております。

２‌�．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法
　報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「中間連結財務諸表作成のための基本
となる重要な事項」における記載と同一であります。
　報告セグメントの利益は経常利益であります。また、セグメント間の内部経常収益は、第
三者取引価格に基づいております。

３‌�．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する
情報

（単位：百万円）
平成29年９月期

(平成29年４月１日から)平成29年９月30日まで

　
報告セグメント

その他 合計 調整額
中間連結
財務諸表
計上額銀行業 リース業 計

経常収益
外部顧客に対する経常収益 10,429 3,038 13,468 319 13,787 △� 0 13,787
セグメント間の内部経常収益 587 9 597 266 863 △� 863 ―
計 11,016 3,048 14,065 585 14,651 △� 863 13,787
セグメント利益 1,302 113 1,416 53 1,469 △� 566 902
セグメント資産 1,449,481 17,225 1,466,707 55,800 1,522,508 △� 62,605 1,459,902
セグメント負債 1,383,175 14,489 1,397,664 54,089 1,451,754 △� 58,755 1,392,999
その他の項目
減価償却費 659 8 667 13 680 ― 680
資金運用収益 8,757 0 8,758 71 8,830 △� 552 8,277
資金調達費用 303 69 372 2 375 △� 10 365
持分法投資利益 ― ― ― 2 2 ― 2
持分法適用会社への投資額 ― ― ― 112 112 ― 112
有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 1,077 5 1,082 1 1,084 ― 1,084

　（注）１．‌�一般企業の売上高、受取利息、支払利息に代えて、それぞれ経常収益、資金運用
収益、資金調達費用を記載しております。また、差異調整につきましては、経常
収益と中間連結損益計算書の経常収益額との差異について記載しております。

　 　　２．‌�「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレ
ジットカード業、コンサルティング業、ベンチャーキャピタル業及び事務受託業
等を含んでおります。

　 　　３．調整額は以下のとおりです。
　 　　　　⑴‌�　外部顧客に対する経常収益の調整額△０百万円は、「銀行業」及び「その他」

の貸倒引当金戻入額の調整です。
　 　　　　⑵‌�　セグメント利益の調整額△566百万円は、セグメント間消去△542百万円及

びのれんの償却△24百万円です。
　 　　　　⑶‌�　セグメント資産の調整額△62,605百万円は、セグメント間消去△62,774

百万円及びのれんの未償却残高169百万円です。
　 　　　　⑷　セグメント負債の調整額△58,755百万円は、セグメント間消去です。
　 　　　　⑸　資金運用収益の調整額△552百万円は、セグメント間消去です。
　 　　　　⑹　資金調達費用の調整額△10百万円は、セグメント間消去です。
　 　　４．セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

（単位：百万円）
平成30年９月期

(平成30年４月１日から)平成30年９月30日まで

　
報告セグメント

その他 合計 調整額
中間連結
財務諸表
計上額銀行業 リース業 計

経常収益
外部顧客に対する経常収益 10,230 2,874 13,105 337 13,442 0 13,442
セグメント間の内部経常収益 462 28 490 248 738 △� 738 ―
計 10,692 2,903 13,595 585 14,181 △� 738 13,442
セグメント利益 1,328 102 1,430 52 1,483 △� 440 1,042
セグメント資産 1,417,852 16,074 1,433,926 50,510 1,484,437 △� 54,914 1,429,523
セグメント負債 1,352,703 11,555 1,364,259 48,819 1,413,079 △� 51,015 1,362,063
その他の項目
減価償却費 676 8 685 11 696 ― 696
資金運用収益 8,140 0 8,140 70 8,210 △� 430 7,780
資金調達費用 200 55 255 3 259 △� 13 245
持分法投資利益 ― ― ― 5 5 ― 5
持分法適用会社への投資額 ― ― ― 117 117 ― 117
有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 81 0 82 3 86 ― 86

　（注）１．‌�一般企業の売上高、受取利息、支払利息に代えて、それぞれ経常収益、資金運用
収益、資金調達費用を記載しております。また、差異調整につきましては、経常
収益と中間連結損益計算書の経常収益額との差異について記載しております。

　 　　２．‌�「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレ
ジットカード業、コンサルティング業、ベンチャーキャピタル業及び事務受託業
等を含んでおります。

　 　　３．‌�調整額は以下のとおりです。
　 　　　　⑴‌�　外部顧客に対する経常収益の調整額０百万円は、「銀行業」及び「その他」の

貸倒引当金戻入額の調整です。
　 　　　　⑵‌�　セグメント利益の調整額△440百万円は、セグメント間消去△416百万円及

びのれんの償却△24百万円です。
　 　　　　⑶‌�　セグメント資産の調整額△54,914百万円は、セグメント間消去△55,034

百万円及びのれんの未償却残高120百万円です。
　 　　　　⑷　セグメント負債の調整額△51,015百万円は、セグメント間消去です。
　 　　　　⑸　資金運用収益の調整額△430百万円は、セグメント間消去です。
　 　　　　⑹　資金調達費用の調整額△13百万円は、セグメント間消去です。
　 　　４．セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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